
 

 

令和２年度地方創生推進交付金事業の評価について 

 

 

１．河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略について                    

少子・高齢化に的確に対応し、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への一極集中を是正

し、活力ある社会を維持していくため、「まち・ひと・しごと創生法」が制定されたことを受けて、

本市では、国の長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、本市人口の現状と将来の展望を提示する「ま

ち・ひと・しごと創生人口ビジョン」及び地域の実情に応じた５か年の施策の方向を提示し、「し

ごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環の確立と、その好循環を支える

「まち」の活性化を図る「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（別添資料）を策定しました。なお、

令和３年３月には令和３年度からの５年間を計画期間とした「第２期まち・ひと・しごと創生総合

戦略」を策定しています。 

「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組みのうち、令和２年度は、１事業について国より

地方創生推進交付金の交付を受け、事業を実施しています。 

 

 

２．事業の概要                                          

①背景 

本市は、昭和50年前後に開発団地が数多く整備され、住宅購入適齢期の住民が同時期に転入した

ことから、特に急激な高齢化の進行が見られ地域の活力の低下が現れ、地域の拠点となるスーパー

の撤退が相次ぐなど、生活利便性の低下が顕著に表れている。そのため、生活の利便性を補完でき

る生活拠点とそれらの地域間の連携を創出し、それぞれの特色を生かしたまちづくりの実現が急務

となっている。第５次総合計画では、特に開発団地が連なる市南部地域の玄関口に位置し、一定の

生活利便施設が整う南花台を「丘の生活拠点」として位置付け、開発団地の再生モデルの構築と周

辺地域の生活拠点化を図るため、「多世代の住民が、生きがいを持ちながら、元気に住み続けるこ

とができるまちづくりを目指した『咲っく南花台プロジェクト』」を実践している。 

②実施内容 

令和２年度は、引き続き「咲っく南花台プロジェクト」を推進しながら、自動運転による移動サ

ービスに取り組むとともに、ＵＲ集約型団地再生事業による跡地の活用として、子どもが安心でき

る遊び場や多世代交流機能を備えた丘の生活拠点に相応しい公園整備の検討を行った。また、地域

住民と事業者が連携したまちづくり活動を継続できる仕組みの横展開に取り組んだ。 

 

 

３．評価の概要                                          

今回の行財政評価委員会では、河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の主な取り組みとし

て、令和２年度に地方創生推進交付金の交付を受けた事業について、市で実施した内部評価に対し、

外部の視点で評価していただきます。 

 

  



 

 

 

評価対象事業 
評価資料（送付資料） 

 要素事業 

「丘の生活拠点」（南花台）まちづくり

モデル事業 
○総合シート 

 

①「丘の生活拠点」（南花台）まち

づくりモデル事業 

○評価シート 

○（参考資料１）令和２年度地方創生推進交付金の実

施計画書における KPI変更の承認について 

○（参考資料２）令和２年度地方創生推進交付金の実

績概要 

 

 

４．評価の方法                                      

「総合シート」・「評価シート」及び添付資料により、事業の内容を確認いただき、「総合シー

ト」に記載の事業の目標及び数値目標（KPI）を達成するために、評価年度に実施した要素事業が

効果的であったかとの観点から、「評価シート」の下記部分について評価をお願いします。 

【委員会評価】①～③を選択してください。 

【評価等に対する意見】事業に関するご意見等を記入してください。 

※評価シートは、３月２２日（火）までにご提出ください。 

【「評価シート」・委員会評価欄】 

 

＜参考：評価シートについて＞ 

■総合シート 

交付金事業ごとに、事業全体の目標や数値目標（KPI）等について記載しています。 

事業名称等 交付金事業の名称、事業全体の目標及び概要を記載しています。 

数値目標及

び実績 

事業全体の数値目標（KPI）と、その実績を記載しています。また、指標の状況

及び今後の事業全体の考え方について記載しています。 

 

■評価シート 

事業を構成する要素事業ごとに、具体的な事業の内容や行政の内部評価、今後の課題等について

記載しています。 



 

 

実施事業 

 

 

評価年度に実施した具体的な取り組みの内容について記載しています。また、

その成果について、できる限り具体的な数値で表せるよう、参考指標を示して

います。 

担当者評価 

 

 

 

 

 

評価年度に実施した取り組みが、交付金事業の目標及びKPIを達成するために効

果があったかとの視点より事業担当部署が評価を行い、その評価内容について

コメントを記載しています。 

評価：交付金事業の目標・KPI達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程

度効果があった」、③「効果があった」、「④効果がなかった」より選

択 

改善 今後の課題や取り組みの方向性について記載しています。 

 


